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8 − 2 二 重濾過血漿分離交換法  FPP施行時における低タ洲 ク血症の成因 とその 対策

東京女子医科大学腎臓病総合医療センタ
ー血液浄化部門
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【目的】DFPP 療法はグロブUン・脂質分画の選択的な除去 を目的に施行され る血液浄化療法であ

る 。 この療法は、血漿分離器 と血漿分画器を含めた血液循環路のプライミングボリュ
ーA（P▽）が多量であ

る点と血漿分画器の分画分離特性か らyげ ミンの喪失は避けられず、治療に伴う低期 ク血症の発

現の危険性が示唆されて い る。 こ の よ うな観 点か ら今回、DIFPP施行時にお けるP＞軽減のた め

の技術的工夫と適正な置換液アルブミン濃度の設定によ り、 低タンノfク血症の 発現を軽度に 抑え、よ り

安全な治療法の確立を試み た。【方法】治療中の患者血液中のアルブミ膿 度徂ct補正値）の推移を経

時的に調べ 、その 成因 と対処法を模索した。【結果】DFPP 用血液循環路のP▽は67Znlと多量で

あ り．治療開始直後に血液稀釈に伴う過度の血 中アルブミ膿 度の 低下が認められた 。 この 際 血漿

分離器と血漿分画器の濾過側に充填され てい る生理食塩液 をエ アに置換 し、置換液注入 回路 を

置換液にて 充填する こ とによ りPV を155ml減少させ る ことが可能で あっ た 。 また 血漿分画器

（Evanux2A）で の 分画分離操作にお いて、グロブリン分画の除去に伴 う7Jレゾミンの廃棄量を求め 、 それ

に見合っ た置換液刃げ ミ膿 度の 設定を行 っ た 。　【結論】PV の 軽減と適正な置換液アルブミン濃度の

設定によ り、低タ班 ク血症の発現を防 【ヒし、よ り安全な治療の確立が期待できた．

8 − 3 血 漿交換療法施行 中に お ける 副作用 ・トラブル
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【目的】当院にお ける 血 漿交換療法の 施行件数は月間 250件 を超 える 。 対象 となる 疾患は

膠原 病疾患、尋常性天 疱瘡（Pe）、家族性高脂 血 症（FH ）、神 経疾患な ど多岐 に わ た る 。今

回我々 は、血漿交 換施行 中に 起 きた副作 用、 トラブル につ いて 集計 し疾患別 、方法別 に

差が認 め られる か検 討 した 。 　 【方法】平成 10年 11月か ら平成 lI年裏月 まで の 3ヶ 月間 に施

行 した患者 130名、延 べ 施行件数737件 につ い て 検 討 した 。　 【結果】疾患別 内訳 は SLE251

件 （37名）、MRA 　160件 （27名）そ の 他 の 膠原病疾患 67件 （16名） 、 Pe173件 （17名）、

FH25 件 （9名） 、ギ ラ ンバ レー
症候群 9件 （2名）、重症筋無 力症12件 （4名）そ の 他 の 神

経疾患 6件 （2名） 、劇症肝炎 ・肝 不 全 21件 （8名） 、そ の 他の 疾患 18件 （8名）で あ っ た。

方法別 内訳は PE42 件 、
　 DFPP542 件、　 IAPPI46件、 白血 球除去 11件、血 液吸着 2件で あ っ た 。

副作用 と考 え られ た症状 の 出 現は 40件で 、主 に 血圧 低 下 、 心悸 亢進 ・頻脈 、 胸部不快で

あ っ た 。 トラブル は60件で TMP 上 昇が 大部分 を 占め 、そ の他に 回路内凝固 、溶 血な どが

み られ た 。 副作用 、 トラブル で 治療の 中止 とな っ た の は30件で あ っ た。副 作用 に 関 して

は 、血 圧低下が 膠 原病患者に 多い 傾向が認 め られたが 有意な差 は 認めず、他 の 症状 に は

疾患 に よ る差は 認 め な か っ た 。 TMP 上昇は 天疱瘡患者 に多 くみ られ 、 抗凝固剤 の 使用量
も他の 疾患と比べ る と多か っ た 。 　【考案】副作用 ・TMP の 上昇 は同

一
患者 に繰 り返 し 起

こ る事が多いた め 、何 らか の対策 をとる こ とが必要 と思わ れた 。
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